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【研究の概要等】  
本研究は、地球核の条件を実現し、そこでの核構成物質の物性、軽元素の固溶状態を解明

することを目的とする。この研究では、（１）内核を構成する物質の解明するために、地球

核の条件で鉄・軽元素系の高温・高圧条件での状態方程式を決定し、（２）内核の成長にと

もなう地球核の分化作用の解明することを目指して、熱源となる元素が鉄と合金を形成する

可能性を実験的に検証し、内核と外核の反応と元素分配関係を解明する。（３）外核を構成

する金属液体の物性の解明するために、放射光とマルチアンビル高圧装置を用いて、金属鉄、

金属鉄・軽元素系のメルトの密度および粘性係数を測定する。また、４）外核とマントルの反

応様式を解明し、Ｄ“層の地震波異常の原因を解明するために、金属鉄と最下部マントルを

構成するポスト･ペロブスカイト相の反応を明らかにし、金属鉄にどの程度酸素や珪素が固溶

するのかを決定することを重点目標にして研究を行う。  
【当該研究から期待される成果】 
申請者のグループの研究によって、核・マントル境界の条件である140GPaと3000Kを実現し

、さらに地球の内核・外核境界の条件である約300GPa、3500Kの以上条件を実現し、地球核の

条件において外核への軽元素や放射性元素の溶解度とともに、内核の結晶化にともなう内外核

間の元素分配を解明できる。核内部の熱源の量が明らかになり、核の冷却史、内核の結晶化年

代など核の進化様式や、核ダイナモの生成と地球磁場の生成年代が明らかになる。また、内外

核、マントル間の元素分配から、プルーム起源マグマに認められるといわれている「核の物質

混入」の真偽を検証する。  
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